網走湖の塩分躍層は水深何メートルが望ましいのか
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　網走川水系の下流部には，強固な塩分躍層が形成された汽水湖である網走湖が位置する．このような汽水湖（海跡湖）は，その集水域が人間の生活圏となっており、農林畜産業などの産業活動、人間生活の影響を強く受けている．一方で汽水湖本体は北海道最大の内水面漁業の生産水面となっている。近年は塩分躍層水深と水質制御のための塩水遡上抑制可動堰が建設され、その運用が注目されている。
　本発表では，網走湖の水質環境の特徴と塩分躍層制御問題についての議論の経過を紹介する．
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図1. 汽水域環境研究プロジェクトの参加者
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